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行
行

発
発

日月
集

毎
編

学

課疎
務

覇

総

も

平
成
１４
年
４
月
６
Ｒ
ω
午
後
ｌ

時
半
か
ら
、
本
写
Ю
周
年
認
念
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い

て
入
学
式
が
拳
行

さ
れ
た
。

一半
威
８
年
彦
（入

学
式
か
ら
長
良
川

題
際
会
議
場

（岐

岳

Ｘ

式
珍

移
し
て
以
来
、
実

に
７
年
ぶ
り
に
キ

マ
ン
パ
ス
為
で
入

学
式
が
行
わ
れ
た
。

長
坂
信
夫
学
健
か
ら
総
員
６
８ 建

学
の
精
神

◇
名
の
入
学
詐
可
が
宣
言
さ
れ
、

告
書
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
学
部
入

学
生
５
８
２
慈
を
代
表
し
て
法
学

郡
入
学
生
の
長
谷
用
朋
之
さ
ん
、

ミ
ン
グ
ハ
ム
校
教
授
、
学
生
が
式

に
参
列
し
、
ノ
エ
ル
チ
ル
ダ
ー
ス

教
授
か
ら
祝
群
を
い
た
だ
く
な
ど
、

国
際
色
豊
か
な
式
血
ゼ
な
っ
た
。

医
療
の

一
端
を
握
い
、
将
来
立
派

な
歯
科
衛
生
士
と
な
る
よ
う

一
生

懸
命
勉
学
に
励
み
ま
す
」
と
官
霧
雪

し
た
。

入
学
生
全
員
が
こ
れ
か
ら
２
年

間
驚
科
衛
生
士
に
な
る
た
め
に
必

要
な
専
開
無
識
を
学
び
、
国
家
試

験
の
合
格
を
三
軍

ン。
式
窓

ゑ
篠
、

先
輩
で
あ
る
２
年
生
か
ら
花
東
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
新
た
な
学
校

国
際
未
来
社
会
を
切
り
開
く
社
会
性
と
創
造
性
ゞ

そ
し
て
、
人
類
普
遍
の
人
間
的
知
性
に
富
む
人
間

を
育
成
す
る
こ
と
に
あ
る
。
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未来の歯科衛生±57名が入学した

本
″す院
入
学
生

軽
客
を
代
表
し

て
法
学
研
究
森

碁羅緋顆

材
　
確
申
嘉
燦
報
森

か
ら
そ
れ
ぞ
れ

ンヤ

建
学
の
精
神
を

キ

蓮
守
し
、
学
業

一
与

賓
と
し
て
ア
ラ

バ
マ
大
学
バ
十

轡
楊
鋼

鉾
　意
が表明され

学

た
。

建
　
　
当
日
は
、
来

講
義
宏
手に
お
い

て
、
歯
料
衛
生

士
尊
謝
学
校
の

入
学
式
が
行
わ

れ
た
。

八
≧
議
あ
新

入
生
は
５７
負

式
で
は
可
児
徳

子
校
長
の
訓
書

の
後
、
新
入
生

３。
期
■
代
表
の

石
用
友
美
さ
ん

が
、
撃

理

轟

は
も
と
よ
り
、

教
養
豊
か
な
女

性
と
し
て
歯
科

朝
日
生
と
し
て
の
決
意
を
宣
誓

４
月
５
Ｈ
鶴
、
本
学
６
号
館
火

一
生
活
の
ス
２
１
卜
を
切
っ
た
り

臨

Ｌ

巴

国
雷 困

日□
國 田 目

団
園 関

おも

平成14年度入学式…… 1

平成13年度学位記授与式。

留学生別科修了式 ・……2

新入生学外研修……… 3

体育会発足……………4

Ｏ
白
河
の
清
き
に

魚
も
棲
み
か
ね
て

元
の
に
ご
り
の
国

沼
恋
し
き
　

，こ
れ

は
江
戸
時
代

老

中
閣
沼
意
次

・
意

鍛

み

露

政
修

縦

す

る
た
め
老
中
松
平
定
信
が
あ
ま

り
に
も
厳
格
な
改
革

（寛
政
の

改
こ

を
行

っ
な

ど

に
対
す

る
江
戸
庶
民
の
都
楡
で
あ
る
。

小
泉
首
相
が

「官
邸
の
改
革
」

で
今
ま
で
の
永
閣
町
の
汚
水
を

清
水
に
し
て
く
れ
る
と
思
っ
て

い
た
が
ど

今ヽ
も
そ
う
で
も
な
い

ら
し
い
。
自
民
党
τ
ぶ
っ
潰
す

と
登
場
し
た
が
段
々
尻
す
館
み

に
な

っ
て
来
た
よ
う
に
思
え

る
。
そ
こ
ま
で
清
く
な
ら
な
く

て
も
と
い
う
と
こ
ろ
控
全
然
行

っ
て
い
な
い
か
ら
先
の
ざ
れ
嘆

は
登
場
し
な
い
。
い
や
基
来
な

い
ｃ
死
の
に
ご
り
の
ま
ま
だ
か

Ｆり
◇大

学
も
文
郎
科
学
省
主
導
の

「官
綱
９
喋
軍
」
が
始
ま

っ
た

が
、
朝
日
大
学
は
、
自
ら
の
カ

で
改
蕉
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
二
〇
〇
三
年
度
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
法
人
、
大

学

一
体
と
な
っ
て
前
進
し
続
け

る
こ
と
。
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
樹
て
患
実
に
実
行

す
る
」と
。
置
置
差
、
「査
美

差

が
墓
議２
曇
呼で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
を
や
り
終

え
た
時

が
、
一を改
革
」
の
完
成
と
な
る
。

はなみずき
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平
成
穏
年
度

学徹霊授与式

本学での思い出を胸に940名が巣立っていった

撻
満
調
の
中
、
平

成
≧
年
３
身
２５
圏
①

午
前
Ю
時
半
か
ら
、

本
学
１０
周
年
記
念
館

大
ホ
ー
ル
に
お
い
て

学
位
記
授
与
式

・
留

学
生
別
科
修
了
式
が

挙
行
さ
れ
た
じ

今
年
度

の
卒
業

生

・
惨
了
生
は
法
学

部
法
学
科
３
０
４
名
ゝ

経
営
学
部
経
営
学
科

２
９
６
名
、
経
営
学

部
情
報
管
理
学
科
と

４
◇
名
、
歯
学
部
歯

喜猛
■

２
４
後

大
銭
鋒
撃

研

究
科
球
士
欝
超
諜
程
１５
名
、
大
学

焼
経
営
学
研
究
科
博
士
講
盤
謀
程

３
名
、
大
学
院
歯
学
研
究
科
博
持

菊籍
立
負

勲畢
集
鉛
偽
名
で

あ

っ
た
。
学
長
か
ら
学
部

・
学
料

の
代
表
、
各
研
究
科
の
代
表
、

留

学
生
劇
科
の
代
表
な
挙
位
記
又
は

写

茎

昼

壕

さ
れ
た
後
、
左
学

生
を
代
表
し
て
経

営
学
部
経
営
学
科

３
年
の
西
筋
ふ
さ

代
さ
ん
か
ら
送
別

の
辞
が
述
べ
ら
れ

こ
れ
に
対
し
て
卒

業
生

，
修
了
れ
を

代
表
し
て
、
歯
学

部
歯
学
稗
の
三
井

一
矢
さ
ん
が
謝
辞

を
も
つ
て
返
礼
し

た
。式

典
の
中
で

在
挙
中
の
学
業
成
績
優
秀
者
や
学

友
会
活
動
に
矯
進
じ
本
学
の
基
誉

を
昂
揚
さ
せ
た
者
緯
宮
調
賞
が
授

与
さ
れ
た
。
平
成
１３
年
度
の
受
賞

者
は
、
次
の
７
名
で
あ
る
。

会
議
裕
雀
唇
鼠
艤最
費
慧

◇
霊
議
顔績
づ
堡
分
か
つ
轟
行
方

正
で
、他
の
模
窺
と
な
る
も
の
（官

爾
賞
表
彰
競
寝
第
３
条
第
１
号
該

当
者
）

法
学
部
法
学
科
　
吉
翔
　
・裕
介

簿
晏

甦

量
藤業

驀

経
営
学
部
情
報
管
理
学
科

竹
学
　
剤
史

範

謙
審
撃
科

一骨

頗

期
江

○
本
学
の
名
誉
を
轟
揚
さ
せ
た
も

の

（宮
露
賞
表
彰
規
軽
第
３
条
第

二

竪

望

登

壌

肇

祭

森

首
録
議
裳
森

基
攀
と

期

歯
学
部
歯
学
科
　
冨
服
　
大

一 後輩から胴上で‡兄福
~を

受ける卒業生

３
月
７
日
的
、
本
学
６
号
館
大

講
義
室
に
お
い
て
事
業
式
が
行
わ

れ
、
醜
名
が
卒
業
し
た
。
卒
業
生

一
人

一
人
が
、
可
児
徳
子
襟
長
か

ら
霊
黍
警
登
蟹
き
染

尊
開

士
と
し
て
社
会
に
巣
立

っ
て
い
っ

た
。
長
坂
信
夫
学
長
が

「病
め
る

人
に
は
微
笑
み
を
忘
れ
ず
、
人
を

思
い
や
る
心
を
も

つ
た
歯
科
衛
生

士
と
し
て
顔
張
っ
て
欲
し
い
。」
と

視
害
を
述
べ
た
。
率
葉
生
代
表
の

答
辞
で
高
橋
尚
子
さ
ん
は

「先
生

方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
た
ご

訓
を
肝
に
鈍
じ
、
朝
日
大
学
歯
科

衛
■
士
導
弱
学
校
の
名
に
恥
じ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
社
会
で
活
躍
で

き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。」
と
今
後

の
し懇
負
を
語
っ
た
ゃ

式
の
後
境
阜
グ
ラ
ン
ド
本
テ
ル

に
お
い
て
、
２
年
間
指
導
し
て
頂

い
た
先
生
方
を
と
も
に
謝
恩
会
が

行
わ
れ
た
。
　
　
　

．

４
月
１１
日
俗
、
本
学
■
号
館
大

講
義
室
に
お
い
て
載
臓
式
が
行
わ

れ
、

２
年
生
駆
暑
が
載
帽
し
た
。

可
児
徳
子
猿
長
か
ら

一
人

一
人
が

ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を
受
け
、
ナ
イ

テ
ン
グ
ー
ル
像
か
ら
看
護
の
と
も

し
火
を
手
に
し
、
全
員
が
議
香
待

本
学
で
は
ゝ

入
挙
試
験
で
特

に
成
績
が
優
秀

で
み

っ
た
者
や

ス
ポ
ー
ツ
活
動

で
顔
著
な
成
績

〓

写

る

者

τ

籍
射
薙
畢
生
と

し
て
受
け
入
れ
、

逆
恭
４

ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
奨
励

番

藝

愛

に
よ
る
経
済
支

援
を
行
う
こ
と

で
右
送
鶴
Υ
〈
材

の
育
成
を
隠
つ

て
い
る
。

，
一帝
頗
・４
年
度

は
、
法
学
部
及

ん
の
た
め
に
笑
顔
を
絶

や
さ
ず
、
知
識
技
術
の

習
得
に
努
力
し
て
欲
し

い
。」
と
、
ま
た
、
附
属

病
院
野
々
垣
静
子
鎮
料

衛
生
士
長
、
Ｐ
Ｄ
工
高

基
観
綬
歯
科
衛
生
士
長

か
ら

「臨
療
実
習
を
と

お
し
て
入
搭
を
磨
い
て

欲
し
い
。
そ
の
基
禾
な

挨
拶
。
自
分
か
ら
す
す

ん
で
、
明
る
い
笑
顔
を

心
が
け
て
欲
し
い
。こ
と
訓
群
が
泌

っ
た
。
２
年
生
は
４
月
１７
憲
か
ら

・２
月
７
日
ま
で
附
属
病
院
や
Ｐ
Ｄ

Ｉ
を
は
じ
め
、
保
健
所
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
な
け
る
実

習
を
開
始
す
る
。

の
責
務
の
重
さ
を
感
じ
つ
つ
、
今

後

の

一
層
の
努
力
を
誓

つ
て

が
行
わ
れ
た
。

交
付
式
で

は
、
学
長
か

ら
、
「朝
日
大

藷

撃

生
と
し
て
の

學

等茅

を
持
ち
、　
一

層
の
努
力
、

露

に
望

れ
た
い
』
と

の
謝
夢

こと

も
に
認
定
証

が
手
力
一さ
れ
、

皆
、
鋒
翔
奨

学
生
と
し
て

看護のともし火を手にし学長から認定証が手滅された
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四
岡
田

日

日

日

□

葉み子
'議 哲多

経営学部ビジネス企画学科
平
成
１４
年
４
月
、
経
営
学
部
に

ビ
ゼ
小
ス
企
専
哲
年
が
誕
生
を
フた

向
箋
科
の
開
識
記
念
式
典
が
、
桜

満
開
の
４
賞
≧
日
熾
、
本
写
受
廃

姿
部やハ
心籠
熔
の
軍
化
水
杢

無
お
い
て
閉
催
さ
れ
た
。

今
爾
の
開
識
記
念
式
典
に

は
、
宮
報
侑
理
事
長
を
感

じ
め
、
学
的
の
役
嗽
者
、

経
営
学
部
教
授
及
び
事
務

ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科
痢
設

を
祝
福
す
る
ほ
ふ
さ
わ
し

い
盛
大
な
式
盗
ゼ
な
っ

給
め
に
、
理
事
長
か
ら

一も
の
を
作
れ
る
学
生
を

本
学
の
発
ケ
に
な
る
よ
・ク

新学科への期待を込めた理事長挨拶

真剣な限差しで裁判所等を見学 く法学部〉

淳折学科を支える岩崎学科長と専廷数員

官

,v,・

!,,9筆
 ,

な
学
科
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」

と
激
励
の
言
整
す
」挨
拶
が
あ
り
、

長
募
τ
長
及
び
原
騒
経
営
霊
む
気

の
挨
拶
、
専
任
教
員
の
紹
介
が
あ

り
、
続
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科

長
の
岩
綸
教
授
か
ら

「本
学
科
の

砦
色
で
お
る

『少
人
数
教
育
』
を

壇
メ角
／ヽ
ご́

ｎ
ｅ

ｔ
ｏ

ｏ
ｎ
≧
教

育
の
実
昧

幅
広
壌

詮

整

粛
を

行
い
、

変
世
紀
雰
の
人
材
を
社
会

に
送
り
農
し
て
い
き
た
い
だ
と
の

挨
拶
と
新
学
科
の
説
明
が
あ
っ

視
質
会
で
嫁
、
学
科
端
設
準
備
姿

員
長
の
赤
石
常
務
理
事
に
よ
る
乾

杯
の
後
、

和
や
か
な
寡
囲
気
の
中

歓
談
が
始
ま
っ
た
。
今
後
の
新
学

科

・
朝
議
大
禁
ゐ
新
た
な
教
育
の

形
に
期
待
し
た
い
９

察
姜
υ

法
学
部
は
、
４
台
の
バ
ス
に
学

生

・
教
職
員
が
分
乗
し
目
飴
遊
に

向
か
っ
た
。
最
初
に
訪
れ
た
の
は

名
鉄
犬
触
ホ
テ
ル

（愛
無
県
犬
Ｉ
・
強

市
）、
こ
こ
で
は
テ
ー
プ
ル
マ
ナ
…

を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
博
物
館
明

治
村

（愛
知
県
大
山
市
）
に
お
い

て
法
律
関
連
知
設
（主
に
７
号
地
）

を
見
学
し
た
。
明
治
村
内
で
は
、

宮
津
裁
判
所
法
廷
、
金
沢
監
獄
中

央
看
守
蕨

，
監
房
、
前
橋
監
嶽
難

居
房
、

金
沢
監
獄
正
開
の
矮
で
見
学
し
、

新
た
な
学
友
＞
」と
も
に
将
来
の
夢

を
議
り
合
い
な
が
ら
歓
策
し
た
。

森
憂
等

経
営
学
部
は
、
野
外
民
族
博
物

館
リ
ト
ル
ワ
ー
ル
ド

（愛
知
県
犬

出
市
）
に
お
い
て
異
文
化
施
設
の

見
学
を
行
っ
た
。
夢
修
目
的
と
し

て
（
友
人
を
つ
く
る
き

っ
か
け
と

す
る
こ
と
、
教
員
と
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
に
よ
り
大
学
生
活
へ
の

不
安
を
解
消
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら

れ
て
い
た
ｃ

・

新
入
生

へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
終
了
し
た
４
月
１．
日
ω
ヽ
法
学
部

・
経

営
学
部

・
歯
学
部

命
闘
学
部
に
つ
い
て
は

■
霞
～
形
瑠
）
の
新
入
生
を
対
象
と
し
た

学
外
紛
修
が
、
学
部
射
体
行
わ
れ
た
。

テーブルマナーに奮閣中〈法学部〉

当
日
は
、
基

礎
頑
習
ご
と
蕉

班
別
行
動
を
し
、

新
し
い
仲
間
と

の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を

充
実
さ
せ
た
様

子
で
あ

っ
た
。

〈覇
厠
学
部
に
お
い
て
本
行
事

は
、
０
新
入
生
霜
五
の
貌

睦
を
深
め
る
②
大
学
生
と

し
て
の
自
覚
を
も
つ
⑤
睾

関
す
冷

と

の
心
攀

え
を

つ
け
る
④
計
画
的
な
学
生

生
活
の
≧
雰
性
を
認
識
す

る
⑤
教
轡
只と
２
擢
濁

係
を
培
う
と
い
う
５
つ
の

自
的
の
も
と
に
実
施
さ
れ

た
。初

憂
正
午
、
当
地
に
到

着
し
た
新
入
生
は
、
昼
食

後
に
オ
リ
エ
イ
ア
，
シ
ョ

ン
に
参
加
し
、
丹
羽
学
生

生
活
副
委
員
長
を
は
じ
め

と
し
た
各
先
生
の
訓
話
に

身
を
引
き
締
め
た
様
子
で

あ

っ
た
。
そ
の
後
は
、鈴
筵

サ
ー
キ
ッ
ト
で
の
自
由
行

動
を
楽
し
み
、
夕
食
後
に

は
グ
ル
ユ
プ
研
修
が
２．
時

過
ぎ
ま
で
行
わ
れ
た
。
２

ヨ
ロ
は
、
一希
望
者

に
よ
る
個
別
面
談

と
自
由
行
動

の
時

問
が
設
け
ら

オ
リ

腺
ン
テ
ー

シ

詞
ン
、
グ
ル
ー

プ
研
修
、
自
由
行

動
と

い
う

ス
ケ
ジ

ュ
‥
ル
を
こ
な
し

入
学
式
か
ら
つ
づ

大島先生を囲んセスマイルく経営学部〉

リトルワールドにてく経営学部〉

元気いつぽtヽの新入生 (歯学部〉
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大学朝日

体 育 会

国
団

ロ
ロ
Ｅ

凪

国

田
国四

田
園

園

田
田
口
田匿
四

平
成
１４
年
４
月
９
日
碑
、
朝
麟

大
学
体
育
会
発
足
式
が
６
号
館
講

義
室
で
行
わ
れ
た
。

硬
式
庭
球
郵
　
４
人
。

強
化
１０
種
目
の
う
ち
↓
ホ

ッ
ケ
を
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
、

著

ゝ
霙

庭
薄

藝

定
で
あ
り
、
実
績
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。
各
ク

ラ
ブ
と
も
そ
の
進
程
は
険
し

い
と
一言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
入
生

の
溶
猛
疑
力
は
他
大
学
を
脅

か
す
に
は
■
倉
過
ぎ
る
と
言

えゝ
る
。

４
月
初
旬
か
ら
早
く
も
春

の
リ
ー
グ
戦
を
戦
う
ク
ラ
ブ

も
多
い
。
競
報
が
癌
く
の
は
間
近

か
で
あ
つ
砲

そ
し
て
地
域
の
注
目
を
浴
び
て
の

始
路
と
な

っ
た
。

当
日
は
、
長
坂
学
長
、
大
友
体

育
会
会
長
を
は
じ
め
、
強
化
種
目

の
各
部
長
、
監
督
、
ヨ
ユ
チ
そ
し

て
選
手
全
員
、
総
勢
約
３
０
０
人

が
集
〈
曳

学
療
の
も
と
金
種
目
の

飛
緩

竪

５

た
。

体
育
会
の
構
成
種
患
な
Ю
種
目

で
あ
り
、
選
手
数
は
今
年
度
入
学

の
１
２
２
人
を
加
え
た
２

各
種
目
の
冷
陣
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

硬
式
野
球
慕

７．
人
、
ラ
グ

ビ
ー
フ
ツ
ト
ボ
ー
ル
部
　
７５
人
、

パ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
　
憂
入
、
相
撲

部

農
人
、
寝
薮
郡
賓
こ

６

人
、
柔
重
郡
賓
こ

５
入
、
本

ッ
ケ
ー
部
　
乾
人
、
フ
エ
ン
シ
ン

グ
蔀
　
望
人
、
剣
道
郡
　
弱
人
、

を語る大友会長

ンシング場尭蔵II

・
平
成
望
年
４
月
７
封

⑥
、
元
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

選
手
、
現
全
日
本
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
新
井
格
子

先
生
率
い
る
笙
更
一挙
フ

ェ
ン
シ
ン
グ
部
の
創
部

記
念
式
典
及
び
認
念
競

技
会
が
、
新
設
の
フ
素

ン
シ
ン
グ
場

（穂
橋
懸

稲
里
）
に
お
い
て
華
や

か
に
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
来
奮
τ
じ

て
岐
阜
県
教
育
委
員
会
郷
教
育
次

一
長
、
小
谷
ス
ポ
ー
ツ
課
長
、
穂
積

野
後
藤
教
育
長
は
じ
め
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
協
会
関
係
者
の
出
席
を
い
た

だ
き
、
ま
た
、
学
内
か
ら
は
、
学

長
■
体
育
会
会
長
を
は
じ
め
と
す

式
典
で
は
、
本
学
フ
エ
ン
シ
ン

グ
部
の
お
披
露
ヨ
と
し
て
、

澤
調
部
長
、

井
上
コ
ー
チ
の
紹
介
が
あ
り
、
続

大友体育会会長、宮日理事長、
新井フエンシング部副部長兼監督、長坂学長手
澤田フェンシング部長 (左から順に)

カ
ッ
ト
と
逸
設
披
露
が
行
わ
れ
た
Ａ

理
事
長
挨
拶
で
は

「勝
負
に
勝

つ
こ
と
だ
け
が
重
要
で
は
な
い
ｏ

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
郡
を
本
学
の
売
丁

に
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
欲
し

い
。」
と
の
言
葉
が
あ
り
、
つ
づ
い

て
テ
ー
プ
カ
ツ
ト
が
行
わ
た
。

本
施
設
は
、
本
学
ス
ポ
ー
ツ
強

化
種
目
支
援
の
〓
写
と
し
て
建
設

さ
れ
、
場
内
に
は
４
ピ
ス
ト
が
誠

置
さ
れ
、
同
月
７
日
⑥
に
は
県
内

高
校
と
に
よ
る
競
技
会
も
行
わ
れ

た
。
こ
の
施
設
は
、
本
学
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
部
員
だ
け
で
は
な
く
、
地

域
２
盈
凍
■

・
社
会
人
に
も
広
く

解
放
し
、

】曝
醤
掻
内
の
フ
ェ
イ
ン

ン
グ
強
化
も
盟
る
。

新
生
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
は
、
澤

醤

、

肇

副
聾
塁
護
番
ム
第
１

期
生
１４
名

（男
子
４
名
、

女
子
１０
名
）
で
ス
タ
ー

ト
す
る
。
ア
ト
ラ
ン
タ
、

シ
ド
手
―
雨
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
饉
場
し
、
現
在

も
理
篠
要
〒
こ
し
て
活

躍
中
の
新
井
監
警
こ
と

も
に
、

１４
名
Ｑ
透
子
の

活
躍
を
期
待
し
た
い
れ

い
て
宣
薪
し

い
ユ
エ
フ

ォ
ー
ム
姿
の

畢

４
多

子
１０
名
の
第

と
期
盛
が

一

人

一
人
コ
ー

ル
さ
れ
た
。

こ
の
後
、

金
日
本
代
表

選
手
４
名
に

よ
る
エ
キ
シ

ビ
シ
ョ
ン
マ

ッ
チ
が
行
わ

れ
、
そ
の
ス

ピ
ー
ド
と
技

ステージ左から丼上再―チ、
浮田部長、新井副部長兼監督

本学フェンシング部員紹介

術
の
高
さ
に
お
い
て
、
野
本
量
局

の
プ
レ
こ
に
高
校
生
は
じ
め
と
す

る
会
場
の
憲
は
釘
付
け
と
な
っ
た
。

求
奥
番
丁
の
後
は
、
一墾
賃
員
侠

５
校
６２
名
の
選
手
に
よ
る
競
技
会

（第
１
回
Ａ
Ｕ
棒
）
が
創
部
記
念

競
技
会
と
し
て
南
催
さ
れ
、
岐
阜

果
の
競
技
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
示
す

白
熟
し
た
款
合
（
フ
ル
ー
レ
伯
人
）

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

関
連
記
事
６
面
に
行
す
。

/
新井監督か
を受ける宮
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留学生

月u 不斗

平
成
１４
年
４
月
ヮ
日
紛
、
２
０

０
２
年
度
留
学
生
別
科
４
月
入
学

生
歓
週
パ
ー
テ
ィ
ー
が
、
本
学
６

号
館
亀
踏
学
生
食
蛍
矩
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
春
、

留
学
生
別

科
緯
Λ
７
し
た
第
３
鶏
４
月
入
学

生
は
５６
名
で
、
鶏
身
国
の
内
訳
は
、

中
囲
５３
名
、
ベ
ト
ナ
ム
３
名
で
あ

っ
た
。

歓
遇
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
長
坂

讐
長
は
じ
め
、
学
内
の
役
蛾
老
及

び
事
務
担
当
者
な
ど
が
多
数
出
席

し
、
新
入
生
の
入
学
を
祝
福
す
る

に
ふ
さ
わ
し
い
盛
大
な
式
典
と
な

っ
た
。

長
坂
学
長
及
び
吉
爾
え
生
留
学

生
別
啓
長
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
が
あ

り
、
（νづ
い
て
震
瀬
孝
二

副
学
長
に
よ
る
３
カ
国
語

（簿
本
語
、
中
題
語
、
べ

ト
ナ
ム
器
）
の
乾
杯
の
後
、

各
チ
ー
ブ
ル
に
霜
ユ患
さ
れ

た
藤
本
食
を
留
学
生
と
教

職
員
が

一
緒
蕉
味
わ
つ
た
。

和
や
か
な
雰
囲
気
の
準
、

留
学
生
別
科
の
石
解
純
子

教
務
主
任
か
ら
、
暫
学
生

一
人

一
人
が
紹
介
さ
れ
、

大
き
な
声
で

「は
い
」
と

返
一▼す
τ
す
る
者
、
手
を
挙

げ
る
者
、
深
々
と
お
経
儀
を
す
る

者
と
様
々
な
漁
己
ア
ぴ
―
ル
を
見

せ
て
く
れ
た
。

最
後
に
、
第
２
窺
１０
月
入
学
生

ム
校
の
短
理
整
修
生

一
行
ｌｌ
名

（引
率
教

員
２
負

学
生
９
金

が
、

４
月
１
層
紐
か

ら
１０
目
的
の
日
程
で

来
日
し
た
。
と
日
働

か
ら
５
日
③
ま
で
の

５
督
聞
氏
明
海
大
学

に
て
入
学
式
へ
の
参

列
や
、
歯
学
部
の
講

義
、
宮
田
理
事
長
主

催
の
歓
送
会
に
参
加

し
た
９

一
行
は
６
日
ω
に

来
Ｌ

同
日
、査

て

表
故
訪
闘
し
、
入
学

式
に
参
列
し
た
。
来

学
し
た

一
行
は
、
学

内
で
藝
子
郡
の
譜
義

と
歯
学
部
平
田
健

一
助
教
授
に
よ

る
ンヽ
ュ
ミ
ン
ー
シ
ョ
ン
実
習
葎
参

ろ
つヽ
。
し
か
し
、
彼
等
が
本
学
で

学
習
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
癖
本

語
の
上
進
を
韓
に
心
身
と
も
に
成

と
実
留
に
取
り
紅
ん

で
い
た
。

国
内
滞
在
中
は
、

本
学
で
の
研
修
の
範

に
、
高
出
市
内
観
光

と
京
都
・市
内
の
名
所

旧
所
め
ぐ
り
を
楽
し

み
、
研
修
と
併
せ
て

帰
目
の
途
に
つ

経
営
学
部
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科

が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
同

学
科
に

『高
等
学
校
教
諭

一
種
免

垂
雖
猿
商
業
こ

課
程
藍
唇
塁
誨
が

行
わ
れ
、
こ
の
た
び
文
部
科
学
省

よ
り
認
可
さ
れ
た
。
昨
年
、
用
学

都
情
報
管
理
学
科
に
は

コ
最
寺
学

校
塾
謝
墓
纂
寄
状
（情
聾
」
が

新
た
に
認
ゼ
さ
れ
て
お
り
、
本
学

で
は
５
種
類
の
教
員
免
許
状
取
得

生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
、
学
生
の
努
力
と
本
学
教

職
謀
程
セ
ン
タ
ー
（セ
ン
タ
ー
長
・

澤
園
確
教
授
）
の
輝
か
し
い
成
果

と
い
え
る
。
今
後
も
本
学
か
ら
中

学

生
良
棋
の
荻
壇
に
立
つ
入
物
が

数
多
く
誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。

各
学
科
で
取
得
で
き
る
教
員
免

輩

姿

の

を
代
表
し
て
、
中
国
島

身のフー・ウェイさ

碑　存渡″▼招年．炒少禅

翻
舞
隷
種
鶏鈍

は　歓迎の言葉があり、

営
籍
」勢
枢

韓衿荘中講一讐荘一幹

細・　賜離離妙一魂【藉軋

二
年
鶏
勉
学
に
精
進
し

留学生別科 4月 入学生が全員出席 した

ま
す
。」
と
述
べ
る
と
、
会
場
か
ら

あ
た
た
か
い
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ

た
。来

日
し
て
聞
も
な
い
５６
名
の
留

学
生
、
今
は
ま
だ
日
本
語
は
も
と

よ
り
、
日
本
で
の
生
活
習
慣
、
大

遂

活
と
不
安
が
多
い
ア」と
で
あ

大
垣
共
立
銀
行
が
主
催
す
る

中
フ
コ
ン
テ
イ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」
が

本
学
６
号
館
講
義
室
に
お
い
て
、

辛
戒
盟
年
４
月
蕗
恩
い
に
露
催
さ

れ
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
本
柔
藩
内
に

あ
る
大
返
一
企
立
銀
行
の
う
支
店
が

工
催
す
る
も
の
で
、
重透
八
が
低
迷

す
る
中
、
地
元
企
業
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
行
わ

れ
て
お
り
、
８
～
４
ヶ
月
に

一
度

本
学
で
開
催
さ
れ
る
。

今
年
度
初
の
当
日
、
岐
阜
市
や

本
巣
都
内
の
企
業
代
表
者
ら
約
１

２
０
名
が
参
雄
し
た
。
本
学
讐
長

あ
い
さ
つ
、
森
嶋
彼
郎
大
垣
共
立

銀
行
穂
積
支
店
長
獲
よ
る
セ
ミ

ナ
ー
趣
脅
説
明
に
つ
づ
い
で
、
本

学
経
営
学
部
一監
ン
ネ
ス
企
画
学
科

長
　
岩
崎
大
介
教
授
に
よ
る

「情

報
化
社
会
で
の
賢
い
消
費
者
と
は

～
千
と
千
尋
に
隠
れ
た
マ
ー
ケ
テ

イ
ン
グ
の
議
ヽ
一
と
題
す
る
経
営

戦
略
の
議
演
が
行
わ
れ
た
。
受
講

者
は
企
業
経
営
の
ヒ
ン
ト
を
得
よ

う
と
立
剣
な
ま
な
ざ
し
で
あ
っ
た

ア
ラ
バ
マ
大
手
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ

加
し
、
終
始
真
剣
な
表
情
で
講
義

本
学
で
は
、
定
期

曲
に
海
外
の
大
学
と

の
交
流
を
行
い
、
多

く
の
研
修
生
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
短
期

間
で
は
あ
る
が
、
彼

等
が
本
華
の
歯
学
医

療
技
術

・
施
設
に
ぶ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、

将
来
、
歯
科
医
師
を
し
て
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

長
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
、
教
職

員

一
九
ゼ
な

っ
て
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
た

い
。

が
可
能
と

な
っ
た
。

平
成
元

年
４
月
在

経

営

学

部

・
法
学

部
に
教
職

課
程
が
俳

設
さ
れ
て

か
ら
、
平

成
１３
年
度

ま
で
に
１５

名
が
荻
員

採
用
試
験

に
合
格
し

て
い
る
。

少
子
化
に

伴
い
、
年

々
採
用
枠

の
減
少
が

進
む
中
、

本
学
か
ら

教
員
を
誕

目
望

□

電

田

闘

冒

学部・学科 教員免許状

法学部法学科

中学校教諭 1種免許状(社会)

高等学校教諭 1種免許状(地理歴史)

高等学校教諭 1種免許状 (公民)

経営学部経営学科 高等学校教諭 1種免許状 (商業)

経営学部情報管理学科
高等学校教諭 1種免許状 (商業)

高等学校教諭 1種免許状 (情報)

経営学部ビジネス企画学科 高等学校教諭 1種免許状 (商業)

大学院法学研究科【法学専攻】
中学校教諭専修免許状 (社会)

高等学校教諭専修免許状 (公民)

大学院経営学研究科〔情報管理学専攻〕 高等学校教諭専修免許状 (商業)
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スポーツ整形夕1科の設置につしヽて

然育会の新設にともない、学生および教我員′指淋考等のスポーツタ本傷

等のケアにつさ、本年3月 二gょ り、下記♂〉ごとく体制を強1といたと′ましたむ

医 師 :云ヶ環隆
=I(つ

か建らたかし)40歳

出 身 !岐辛曝

皓 姪 :祭主岐率萬校―名古歴大学懸学部一舞大学大学究区学研究,ケ

H3嚢 ―トヨタ記念茄娩 整影外手▼

■9`1-魏 R大学聴甚春す主記念瘍跳整影外をf助手

■97-朝 澪大学踏属争すユ言こ念埼焼整形ケⅢイl詩鶴 現 `笠 た董/サ

☆格等 i:光学博十

日本整形外】l学会 認定l,

名古Eグ ランパスエデト,チ ーム汗クター

こ本体言訪会公認スボーツ|ク ター

診叢体鷺1(平成18年 3月 より)

月曜彗 午奇FiO時よつ午後2寺 始昼病院 〔穂rど ,ヽ夕1末診察

４
月
６
隠
ω
、
重
時
２。
分
か
ら

１
号
館
大
会
議
室
に
お
い
て
永
年

動
続
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
動

続
師
年
、
豹
年
、
Ю
年
の
人
蓮
が

法
人
役
貝
、
大
学
役
職
な
の
居
並

ぶ
中
で
宮
踊
理
事
長
か
ら
１
人
１

人
一衣
彰
状
及
び
記
念
晶
を
受
け
取

っ
た
。
Ю
年
ひ
と
き
と
い
う
が
こ

の
光
速
で
流
れ
る
世
の
中
で
１０
年

は
永
い
。
ま
し
て
２。
年
、

３。
年
感

さ
ら
に
で
あ
る
。
理
薯
長
も
表
彰

を
一受
け
る
人
達
に
暖
か
い
な
ぎ
ら

い
の
言
葉
を
か
け
て
い
た
。
一箕
貫

者
を
代
表
―
″て
、
蓮

γ
都
閣

雑

‥イ」、

子
教
授
が
挨
拶
を
行

っ
た
。
用
教

授
は
鶉
径
淡
彰
ρ
環
も
代
表
挨
拶

を
行
っ
た
と
い
う
。

レ
あ

裳
彰
式
咎
五
後
、

律
基
金

に
お
い
て
、
去
る
３
月
２３
日
、
病

気
で
死
亡
退
職
と
な

っ
た
村
上
記

念
病
院
薬
郵
師
石
川
幹
子
さ
ん
に

対
す
る
特
別
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

奎

筆
？

森

動

擁

参

影
は
４
月
１

霞
現
在
在
騒
す
る
者
を
対
象
と
し

て
い
る
。
が
、
看
用
さ
ん
は
在
勤

年
数
が
２。
年
と
重
ヶ
月
で
お
り
、

大
国
に
程
さ
れ
る
直
前
ま
で
病
魔

と
蘭
い
な
が
ら
勤
務
を
続
け
た
。

こ
の
こ
と
を
知

っ
た
宮
閣
理
事
長

の
特
斑
な
は
か
ら
い
で
特
慶
表
彰

と
な
っ
た
。
同
病
院
大
平
患
幸
事

務
藝
長
が
代
理
で
表
彰
状
を
受
け

取
る
と
一歓
入
役
員
ら
か
ら
石
用
さ

ん
を
讃
え
る
大
き
な
機
手
が
沸
き

上
が
っ
た
。
石
崩
さ
ん
、
本
当
に

ご
苦
労
様
で
し
た
。
心
か
ら
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

校
と
年
生
の
廣
園
さ
ん
が
優
勝
し

た
０
　
　
　
　
　
　
　
　
一

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
。

男
子
フ
ル
と
レ
個
人

優

勝

清
水
彼
之

（搬
斐
高
等
華
校
３
年
）

準
優
勝
　
造
編
貴
之

天
垣
喜
曇
婁
穣
３
金

８

位

浅
野
慎
允

（羽
島
基
最
琶
穣
保
３
年
）

３
　
位
　
丹
裏
構
之

（蕩
島
北
高
等
学
校
２
年
）

女
子
フ
ル
ー
ン
個
人

餐
　
勝
　
廣
閣
亜
佳
音

傘
蓉
意
籐
挙
疫
Ｔ
年
）

準
優
勝

竹
中
幸
世

（簿
谷
黒墨
≧
雅
Ｊ
年
）

始属恭腕 (算機)予約診療一装兵等

帯と記念蕩院 予約外来診療

用燒にで毒i術

楚策省
'鬱

センター (難授)

持上記念為銃 予酌外来砂療

水確B 午 後

本曜懇 午 前

午 後
企曜録 終 日
土曜層 争 議

第
１
回
Ａ
Ｕ
杯

貌

日
大
学
フ

エ
ン
シ
ン
グ
都
創
都
記
念
大
会
）

が
、
４
月
７
日
⇔
本
学
フ
ェ
ン
シ

ン
グ
場
た
て
開
催
さ
れ
た
。

本
学
フ
エ
ン
シ
ン
グ
郡
創
部
と

と
も
好
警
ユ
っ
た
本
黍
菰、
第
１

劇
に
ぶ
さ
わ
し
く
、
壊
暑
呆
下
の

蔵
校
生
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
プ
ラ
イ

ヤ
ー

（５
校
６２

名
）
が
集
ま
り

熟
戦
を
繰
り
広

げ
た
。

競
技
種
目
感

フ
ル
ー
レ
個
人

奮
審
⇔
。
鶏
士

フ
ル
ー
レ
個
人

で
は
、

男
子
部

員
が
わ
ず
か
Ｉ

各

い
つヽ
桑

一爵
等
学
校
３
年

生
の
清
水
君
が

優
勝
、
ま
た
、

女
子
フ
ル
ー
レ

個
人
で
は
、
４

月
に
高
校
生
に

な
っ
た
ば
か
り

の
鷺
谷
蔦
等
学

基本白Otこ 、始クト試今学が土曜 `EF電 に集中することを予態し、「,liす た月

雑爵た1ま 乾に僚健砂環を文す象とした診察 治ヽ表を行います。また、通末に1ま、

お,そoN s,を 援するケースや、週来の荻合キtこ 参加できるか否かのll断等の

たF"健華答罪どセンターでの診察を行います。

その他、スポーツ現場へ(2)参ブ」卜指導 ,シ ーズン議のメデイカ,と,・ チュ

′ク等を考すい主す。をクラプごとの瞬別相議に心じ
=す

。また学生のスポ
ーツイァ急 ,緊急そこつきましては各クラブ言る長または歳宕アからの連絡により

女子Ⅲよ,指示いたとます。

県内高機生の剣腕が冴え渡つた

第
１
回

巨
ロ
ロ

Ｂ

絨

川
懲

季

軽

素

嚢

籐

経

皐

▼

３

位

安
甲

瑛

羅
麓

畢

騒

皇

）

人
事
消
息

塞

尋

退
機

（３
月
８．
日
付
）
▽
歯
学

部

〈
助
手
〉
曲
本
浩
代
、
大
橋
亮

洋
、
鈎
劉
哲
也

採
鷺

（４
月
１
塩
付
）
▽
経
営

学
部

〈
教
授
〉
鈴
木
韓
漠
、
黒
木

泰
宏
、
剛
ノ
上
純

一
、
大
臨
賢
▽

〈
助
荻
授
〉
中
畑
十
弘
▽
〈
講
師
〉

常
劇
良
史
、
亀
空

鵞

》

僅

γ
部

〈睦
孝
〉
中
島
知
明
、

福
井
康
入

配
置
換

（４
月
１
興
α

▽
経

営
学
部

〈
教
授
〉
岩
崎
大
介
、
横

由
克
己
、
荻
久
保
嘉
章

昇
径

（４
月
と
日
付
）
▽
歯
学

識

竪

議

教

授

纂

一

貫

（風
学
部
譴
紳
）
▽
類
写
部
コ

腔
窪

垂

歴
講

喬ヽ

一参

（畢

肇

）

〈議退
職

（３
月
３．
日
付
）
▽
縄
囲

歩

（貯
属
村
上
記
念
病
院
要
務
部

一甕

三

譲

採
用

奮

月
１
日
住

▽
藤
代

明
久

（附
属
村
上
記
念
病
院
事
務

壽
管
理
課
）
▽
一築
原
藤
衣

（総
務

数
黙
疹
譲

▽
平
筆
登
暴

勢
隆

ゆ
か
ヶ

（学
事
蔀
学
事
課
）
（４
月

２２
磨
付
）
▽
菱
醍
亮
平

（歯
学
部

事
務
藍

昇
任

（４
月
二
日
付
）
▽
斎
学

臨
中
聡

（総
務
部
総
務
課
課
長
箱

佐
）
Ｙ
室
景
登
哲
善
仔
と課
謬
長

野
構
成
光

（学
事
蔀
学
生
支
援
課

課
長
補
佐
）

途
経

退
職

ご
月
２３
Ｅ
住

▽
石
別

幹
子

（附
属
村
上
記
念
病
院
薬
剤

延
（３
月
雛
爵
こ

▽
吉
里
畢
子

松
原
直
美
、キ
尋
桑
イ子
、

櫻
本
倫
子

（附
属
播
上
記
念
病
院

看
護
師
）
出
調
文
子
、

河
尻
久
美
、
細
江
陽
子

（確
属
村

上
記
念
病
院
准
看
護
節
）

採
用
ぞ

月
二
日
０

▽
服
習

塀

子

（附
届
病
院
看
護
師
）
▽
金
曲

弓
枝

（貯
属
村
上
記
委
笙頻
院
看
護

師
）
▽
森
閣
美
香
、箇
井
り
え

（附

属
村
上
記
念
病
院
盗
看
護
師
）

昇
径

（４
月
１
日
付
）
▽
附
属

紺
上
記
念
病
院
看
護
藝
長

高
田

秀
子

（同
病
暁
郵
重
藍
ゆ
長
）
▽

附
属
番
上
記
念
病
院
副
看
護
部
長

束
い
く
江
、
銀
部
久
代

（同
病

院
看
護
部
長
）
▽
賂
属
村
上
記
念

病
暁
看
護
師
長

久
保
園
子
春
、

池
戸
ひ
と
み
、
速
水
雪
子
、
松
原

直
子
、

堀
ち
く
み

（魔
病
院
副
看

護
廼
長
）
〉
附
属
構
上
記
念
病
院

璽
墓
籠
長

幽
を
俺
景

浅

警
璽
天、
北
野
康
弘
、
一分
掻
孟

石
曲
さ
ち
代

（唾
糎
警
緩
亜

朝
日
大
学
歯
学
部
附
属

附

属

病

院

０
切
∞
〈
ω
博
ω
〉
“
“
一
博

村
上
記
念
病
院

０
９
∞
〈
的
切
ω
〉
∞
０
０
こ


